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1. 真実かどうか？
2. みんなに公平か？
3. 好意と友情を深めるか？
4. みんなのためになるか？
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会 長：中村 佳弘　　幹 事：森市 直樹
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中 村 佳 弘　会長
会長挨拶

　みなさん、こんにちは！
　本日は 2790 地区米山記念奨学
会委員会より、中村委員長に来
ていただいて、後ほど卓和をし
ていただきます。中村委員長、
よろしくお願いします。
　さて、昨日の 11 時 33 分頃は
どこにいましたか？私は家で、
もう布団に入るところでした。
緊急地震速報がビービーッとな
りまして、誤報かなと思った瞬
間きました。
　これは大きいと思い、雨戸を
あけ準備しました。おさまって
も、なんだか揺れているような
気がして気持ちが悪くなります。
　昨日の新聞を読んだ方も多い
と思いますが、県警は 6 日、東
日本大震災で柏市内の男性の死
亡が確認されたと発表しました。

1. 点　　鐘　中村 佳弘 会長

1. 会長挨拶　中村 佳弘 会長

1. 幹事報告　森市 直樹 幹事

1. 卓　　話　中村 俊人 様
　　　　　　（地区米山委員長）

1. 点　　鐘　中村 佳弘 会長

森 市 直 樹　幹事
幹事報告

1. 地区より社会奉仕アンケートの依頼

2. 青少年による「環境をテーマとする模擬国連」大地震

による開催日変更に伴う再登録の依頼

 ※当日の様子の千葉テレビによる特別番組の放映は、

　5月21日(土)19：55～20：25

3. ローターアクト「リーダーシップフォーラム」の案内

 日時　4月17日(日)12:30～

 場所　青少年女性会館

4. 例会変更のお知らせ

 松戸RC：4/27(水)健康診断のため、移動例会

5. 第一期義捐金をまだ受付けていますので宜しくお願い

します。

 報告　台中港東南RCから土産が届きました。

 　　　大きな地球儀は会長が受け取りました。

通常例会
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「米山記念奨学事業について」

柏西RCの皆様、こんにちは。
私は今年度　米山記念奨学会委員
長を務めています沼南ＲＣの中村
でございます。宜しくお願い申し
上げます。
本日は柏西ＲＣクラブの貴重な卓
話の時間を頂きまして感謝申し上
げます。
本日は、米山記念奨学の事業につ
いてまた、米山奨学生について、
お話しさせて頂きたいと思いま
す。　米山奨学事業につきまして
は、柏西ＲＣの皆様に於かれまし
ては、私よりも詳しく御理解をし
て頂き御協力を頂いておられる
方々ばかりでございますので、そ
の皆様にお話しをさせて頂きます
のは大変恐縮致します。　基本的
にはロータリアンの皆様のご寄付
頂いたお金によって成り立ってい
る事業です。しかしながら、皆様
のご寄付して頂いたお金は、奨学
生に奨学金としてお渡しする費用
として使われています。　米山奨
学会の費用は
その寄付金をプールされたお金の
利子等の費用を運用して賄われて
います。
この柏西クラブの皆さんにご寄付
頂いた寄付金は、
過去累計で　￥19,666,202 円です。
普通寄付金￥5,555,500
特別寄付金￥14,110,702
今年度に関しましても、2月まで
の寄付金を
普通寄付金￥210,000
特別寄付金では￥210,000 をして
頂いております。
　本当に感謝申し上げます。

第 2790 地区と致しましては、過
去累計で￥1,479,776,862 となって
おります。
今回の奨学生数は、一昨年の地区
の皆さんの寄付金で決定致しま
す。
柏西 RC の皆様にも、昨年度には
麗澤大学の奨学生　徐亜娟さんを
御世話頂き、
松本様にもカウンセラーとしてお
世話になっておりましたことを地
区委員会を代表致しまして御礼を
申し上げます。
　また次年度も明海大学のネパー
ルの奨学生でマハルジャン，ディ
ネシュさんをお世話頂き、日暮肇
様にカウンセラーとしてお世話頂
くと承っておりますので、クラブ
の皆様共々、宜しくお願い申し上
げます。　
米山奨学生の皆さんには色々な国
の方がおりまして、育った環境も
様々ですし　また考え方もまちま
ちです。　その上宗教的な関係も
ありまして、お世話頂く皆様にも、
またお世話になる奨学生にもやは
り最初に戸惑いもある事かとお察
しいたします。　その為にカウン
セラーの方々には、どう接してよ
いかなどの説明をオリエンテー
ション時にしっかりお話しをさせ
て頂きますが、クラブの皆さんに
はなかなか伝達がし切れていない
のが現状です。
もし戸惑いが生じるようでしたら
ご連絡いただけましたらアドバイ
スが出るかと思いますので、是非
お願いを致します。
奨学生の皆さんの中には、母国で
社会人として活躍されていながら
日本の大学院に勉強しに来られた
方、また家庭を持って御夫婦とも
大学で研究をしている方、またお
子さんを授かり、御さん後母国の
両親に預けて再度勉強に打ち込む
方、または、同じ境遇であっても

日本で頑張っている方も多数おり
ます。
その様な奨学生の皆さんだからこ
そ、努力をして、修士・博士を取
得して社会へと出て行かれていま
す。　
私たち米山記念奨学会委員会とい
たしましては、日頃の皆様のご支
援をして頂いている皆様には、米
山月間に於きまして、奨学生と共
に卓話でクラブ訪問時にお話しを
し、また　時々クラブより声を掛
けて頂き卓話をさせて頂いており
ます。　
このロータリー米山奨学生への申
込みには、指定校から推薦されま
した、優秀な学生の皆さんが、各
大学内に於きましても選考され推
薦をされてまいりますが、この学
生の皆さんの応募の中で、この米
山記念奨学会の奨学生制度は、全
国各奨学金制度がある中で、最大
の特徴といたしましては　御世話
をして頂けるロータリークラブが
あり、必ず奨学生にカウンセラー
としてロータリアンが付いて御世
話して頂けるということです。　
世話クラブの皆さんの温かい歓迎
を受け、カウンセラーの、親代わ
りとしての温かい気持ちをサポー
トして頂けることは、他の奨学金
制度にはありません。2010 年度
の米山奨学生の採用に関しては
800 人が承認されましたが、この
2790 地区に於きましても、今年
度新規奨学生 20 名と継続学生 3
名を含め、23 名にロータリアン
の貴重な奨学金をお渡しいたしま
して、3 月 5 日に終了証と共に学
友へと巣立って行きました。
次年度に於きましては、28 名の
奨学生が決定致しました。
その内訳は　新規採用で 25.5 名
（内 6 ケ月 1 名）　継続 2 名となっ
ております。
米山奨学生は、学業・人物とも優

地区 米山記念奨学会委員長
中村 俊人 様（沼南ＲＣ）

卓話
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BOXありがとう！
ニコニコ

X
コ

X
ニコ

O
ニ

O
コニ

BO
ニコ 出席報告

会員数　

欠席者　

秋元、小澤、佐藤、染谷、髙田
中嶋、日暮（誠）、富士川、升谷
渡邉（雅）、小溝

出席率　

54名

12名

73.3％

54名

12名本人誕生日
渡邉（治） 会員

写真ありがとう！
中村 会長、森市 幹事
鈴木（桂） 会員、嶋田 会員
榊 会員、安川 会員
榎本 会員、田代（健）会員
飯合 会員、松本 会員

今日のお料理

次回の例会は4月22日（金）通常例会です。 欠席報告は、水曜日の正午まで
※食事の無駄をなくす為に協力して下さい。
　嶋田 英明まで：090-2232-1661

クラブ会報委員／東海林 康之・田代 健一・後藤 浩一郎

秀で、将来、国際社会で活躍する
留学生の支援をしている中で、応
募する学生の皆さんへ求められる
事は、学業はもちろんの事、異文
化の理解と、コミュニケーション
能力を最も求められます。御世話
になるロータリーアンの皆様との
交流の中から、ロータリー精神を
学び、将来国際社会へ、または、
母国に帰ってからもそれぞれの分
野で貢献できると判断された方た
ちです。
その為には、地区開催の奉仕活動
や研修会などへも積極的に参加
し、例会への参加などによって、
日本の文化を理解するよう努めな
がら、多くのことを学んでほしい
と常々奨学生へお伝えしておりま
す。　
　2010 年度に於きましては、“で
きることから始めよう”のテーマ
を掲げまして、昨年の 8 月 28 日
に開催を致しました、
その米山記念奨学会委員会セミ
ナー時に於きましても、日本で奨
学生として援助して頂いた学生
が、母国へ帰って女性たちへの自

立を願って色々な事業をしながら
奉仕活動なども含めて活躍してい
る学友の話しと、日本で活躍をし
ています学友の皆さんが中心とな
り、東京米山友愛ロータリークラ
ブが創立し、その中心的役割を
担っている学友の皆さんの活躍等
も含めましてその学友の卓話をし
て頂ました。その努力とサポート
して頂いたロータリアンの皆様と
の交流も含めまして、致しました。
多くの 2790 地区 85 クラブの会長
様・米山委員長様をはじめ奨学生
はもとより、カウンセラーをして
頂いてるロータリアンの皆様にも
参加して頂き総勢 188 名の多くの
出席頂きました。　
日本で米山奨学生として援助して
頂いた、学友の皆様が活躍してい
ることをお伝えすることができま
したら、ロータリーの皆様にも学
友の皆さんが頑張っている状況も
御理解して頂けるのではないか、
そして米山記念奨学事業に対しま
してもさらに皆様の御協力を少し
でも多く頂ける事を御願い出来た
らと考えています。

また今後に於きましても、世話ク
ラブとして御世話頂きました皆様
に、第 2790 地区の学友会の活動
を少しでも活性化し、巣立った奨
学生の皆様とお世話して頂いた
ロータリアンの皆様との交流を多
くできればと考え、私たち地区委
員会の皆さんも含めて努力してい
く予定ございますので、今後とも
皆様の御協力を宜しく御願いを致
します。




